Location-Awareな情報配信システムの研究 by 刀祢 太輔
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨
 
 
大学院 電気通信学研究科  博士前期課程 人間コミュニケーション学専攻 
 
氏     名 
 
刀祢 太輔 
 
学籍番号 0336011 
 
論 文 題 目 
 
Location-Awareな情報配信システムの研究 
 
 要  旨 
 
ここ数年、コンピュータ環境の技術革新は驚くべき速さで進歩している。その
中で Wearable Computer の分野も研究が進みつつある。Wearable に関する研究
の調査を行った結果、Wearable における研究はハードウェア面が中心であり、
アプリケーション面での研究は少なく、現状ではユーザーが Wearable 機器を日
常的に利用する迄に至っていない。  
 本研究ではWearable機器の特徴を活かしたアプリケーションとしてLocation固
有の情報を利用した情報配信システムを考案した。 
「Location固有の情報をどのように利用するか」に着目したものに
Location-Awarenessがある。Location-Awarenessとは我々のいる場所（Location）
に応じた状況（Context）を元にした考え方である。本研究ではこの考えを発展さ
せてユーザーの状況・目的・状態に適応した情報配信システムの構築を行った。
情報配信システムの具体的な設計を行った。構成要素として情報配信端末であ
るアクセスポイント、それら複数台のアクセスポイントを管理する管理用Server、
そしてユーザー端末である携帯電話である。 
本提案の情報配信システムは従来の情報配信システムと以下の点で異なる。 
①  スタンドアロンで動作するクライアント 
②  クライアントであるアクセスポイント自体が配信情報を持つことが可能 
③  アクセスポイント・ユーザー端末間で情報の選別が可能 
まずこの情報配信システムコンセプトの有用性を確かめるためにアンケートを
行った。その結果、本提案への期待度は９割近い結果となった。  
更にユーザーがどのような情報を歩行中に必要とするかを調査した。その結果、
従来の地図などの情報に加え、その場所・目的における電車の時刻情報などのリ
アルタイム性が強くローカルな情報を必要とする人が多いことがわかった。  
コンセプトを元に、最小限の構成であるアクセスポイント１台、ユーザー端末
１台による１対１の通信とデータ構造の検討を主目的として試作機の開発を行っ
た。通信方法として低消費電力、低コストで導入可能な Bluetooth を採用した。
今後の課題として、  
①  アクセスポイントへの自動接続  
②  より大きいデータの送信  
③  配信データを選択するための選択項目の再構成  
④  アドホックネットワークの構築  
⑤  ユーザー端末における事前設定の拡張  
などが挙げられる。  
本アプリケーションは上記のような課題を解決すれば、Wearable 機器の特徴
を活用できる可能性があると考える。  
